
那賀振興局 

課 題 名：いちご「まりひめ」の高品質・安定生産  

指導対象：那賀地方いちご生産組合連合会 

 

１. 取組の背景 
  平成22年に品種登録された県育成品種「まりひめ」は、市場での評価も上がってきており、これま

で主力品種であった「さちのか」を超える栽培面積となっている。 

しかし、「さちのか」に比べ、「まりひめ」は、炭そ病に弱く、心止まり株や出蕾遅延株の発生が

多く見られることから、原因と対策を示した育苗マニュマルの作成が急務となっている。育苗マニュ

アルを活用することにより、高品質安定生産に取り組む。 

 
２．活動内容 
（１）炭そ病検定・花芽検鏡の実施 

   6月から8月にかけて、合計20株の炭そ病簡易検定を実施。 

   8月30日から9月24日の間にJA営農指導員とともに、７回の花芽検鏡を行い、281株を検鏡し、

適期定植の指導を実施した。また、検鏡できる技術員の育成にも取り組んだ。 

 

（２）簡潔な育苗マニュマルの作成・普及 

   炭そ病防除対策として、育苗期の雨よけベンチアップ、底面給水等の育苗方法について、また、

心止まり株対策、出蕾遅延株対策を簡潔に示した「まりひめ」育苗マニュアルを改訂した。 

    改訂したマニュマルは、次年度において那賀地方いちご生産組合会員に配布する予定である。ま

た、農家個別に育苗改善について、底面給水等の説明を実施した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．具体的な成果 

（１）花芽検鏡の実施による適期定植指導 

   以前から間欠冷蔵処理した株については、出蕾遅延の発生が問題となっていたが、花芽分化確認

後の速やかな定植等により、今年度も出蕾遅延株はほとんど発生しなかった。 

   花芽検鏡を実施するにあたり、検鏡できる技術員の育成が必要であり、新たに１名のJA営農指導

員も検鏡技術を磨くため、参加してもらい、次年度に向け、技術養成を行った。 

 

（２）「まりひめ」育苗マニュマルの改訂・普及 

   炭そ病対策として、雨よけベンチアップ＋底面給水育苗を推進した結果、1 農家が令和元年産の

育苗から底面給水育苗を取り入れた。 

 

 
４．農家等からの評価・コメント 

（１）花芽検鏡の実施による適期定植指導（紀の川市 Ａ氏） 

間欠冷蔵処理を実施しており、花芽検鏡で花芽分化確認後の定植を徹底することで出蕾遅延株の

花芽検鏡による適期定植 間欠冷蔵処理の普及 



発生を抑えることができたが、心止まり株の発生が多く見られたため、間欠冷蔵処理時の肥培管理

の指標があればありがたい。 

 

（２）底面給水の導入（紀の川市 Ｂ氏） 

   これまで、ベンチアップ育苗を導入していたが、今年度新たに、炭そ病対策のため底面給水育苗

を導入した。導入当初は水分管理がやや難しかったが、炭そ病の発生を抑えることができた。 

 

５．指導員のコメント（那賀振興局農業水産振興課・主査・奥野直行） 
（１）花芽検鏡の実施による適期定植指導 

   「まりひめ」については、その品種特性（出蕾遅延株の発生）から、花芽検鏡により花芽分化を

確認してから定植することが必須となっている。 

今後、「まりひめ」を普及するに当たっては、花芽検鏡は重要な業務となり、技術者の育成も必

須である。普及指導員だけでは、検鏡を行う株数に限界があり、JA営農指導員の協力も必要である

ため、普及指導員とJA営農指導員の検鏡技術のある人材を育成することが重要。 

 

（２）「まりひめ」育苗マニュマルの改訂・普及 

   「まりひめ」の炭そ病対策については、雨よけベンチアップ＋底面給水育苗が重要だが、管内の

生産者は、ベンチアップはしているが、底面給水育苗はまだ、普及していない。 

また、心止まり株や出蕾遅延株などの対策も普及の必要がある。今回、簡潔な「まりひめ」育苗

マニュマルを作成、配布したことで、これらの課題と対策を普及する１歩となった。今後も、マニ

ュアルを改善させながら、育苗環境を改善していきたいと考えている。 

 
６．現状・今後の展開等 

 １）花芽検鏡による適期定植の推進・花芽検鏡技術者の人材育成 

  ２）育苗技術の改善 

 

 


